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1 ．は じめ に

　地球シ ミ ュ レ
ー

タが稼働を開始 し、こ れま で 実現
が 困難で あっ た様 々 なシ ミ ュ レーシ ョ ン が 実行可

能と な りつ つ あ る 。 我 々 は非静力 学大 気モ デル を地

球 シ ミ ュ レ
ー

タ上に移植 ・最適化 を行 い 、高精度 ・

高解像度の 非静力学モ デ ル を用 い た大規模計 算が

実行できる環境を整えた。

2 ，気象庁非静力学モ デル

　こ こ で 用 い た 非静力学 モ デ ル は、気象研 究

所 ・気象庁数値 予報課で 統
．一

して 開発 し て い る

気象庁非静力学モ デル で ある。気象庁数値予報

課 で 地球 シ ミ ュ レ
ー

タに移植 し たバ ージ ョ ン

（荒波ほか ＝ 本予稿集）を元 に して は い るが 、各

種モ
ー

ドス イ ソ チや プ ロ グラ ム 中で静的に宣言

されて い る雲物理過程 の パ ラ メ…タ が現業用 の

もの が既定値 に設定 されて い るため 、高精度 ・

高解像度の 研 究用 の もの に変更 したttまた、大

規模計算を高速に実行す るた め、 ノ
ー

ド数 上限

の パ ラ メータ の 修正や、地球 シ ミュ レ
ー

タ向け

最適化に 必要なプ ロ グラ ム の 書換や指示彳
．
∫の 挿

入 などの 独 自の 改良を施 し てある、．使用 し た力学

過程は ス プ リッ トイ ク ス プ リシ ッ ト法（HE −VI）で 、

音波に 依存する項 を鉛直方向に イ ン プ リ シ ッ ト

に扱 っ て い る tt 重力波や移流 項 は ス プ リ ッ トして

い ない 。並列化手法に っ い て は 1 次元（y 方 向）分
割が用 い られて い る n また コ ン パ イ ラ に よ る 自動

並列機能 を利用 した．

3 ．テ ス トラ ン

　地 球 シ ミ ュ レ
ータに移植 ・最適化 し た非静力学

大気 モ デ ル を用 い て テ ス トラ ン の シ ミ ュ レ
…

シ

ョ ン を行 っ た。2001年 （平成 13年） 9 月．上旬に

日本に接近 した 台風 15 号 の 事例 に つ い て、非静
力学 モ デ ル の 水平解像度 1km 、問題 サイ ズ東 西

2000× 南北 2000 ×鉛直 38 に設定 して シ ミ ュ レ

ーシ ョ ン を 実行 した ， 金球大気 55km メ ッ シ ュ

（T213L40 ）ス ペ ク トル モ デ ル を 実行 し、そ こ か

ら 5km メ ッ シ ュ の 非静力 学モ デル へ とネ ス テ ィ

ン グ、さらに そ こ か ら 1km メ ッ シ ュ
へ とネ ス テ

ィ ン グを行 っ た．，内側モ デ ル の 初期値 ・境界 値は

す べ て 外側 モ デル の 結果 か ら内挿 して求め た。

　図 1 に結果を示す ． 台風 15 暴は 目本 の 南海上

か ら北上 し東海上 へ 抜けて い っ た が
、 日本に 接近

した 際に 激 しい 風雨 を もた らした。シ ミュ レーシ

ョ ン で は 台風の 東側 、 特に 山岳地 域を中心に多 く

の 降水を計算 し て い る 。 日本 の 南海上 お よ び東方

海上 で は、台風 周辺 をま わる暖か い 風に よ る弱い

降水が 見 られ るが 、 高解像度シ ミュ レ
ーシ ョ ン に

よ る と非常に 細 か い 構造 が表現 され て い る．
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図 1 ：1km メ ッ シ ュ 2000k血四 方 の 非 静力学モ デ ル

に よ る 2001 年台風 15号の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン （前 ユ

　　　 時間降水 量
・海面 更正 気圧 を示 す）

4 ．地球 シ ミ ュ レ
ー

タ上 で の加 速率

　地 球 シ ミ ュ レ
ー

タで モ デ ル を実行す るに あた

っ て は 、2003 年 2 月時点で 暫定的なが ら 256 ノ

ー
ドまで の 利 用 が 許 可 され て い る ． 図 2 に

1000xloOox3s の 格子数 で ノー ド数を変化 させ 実

測 した 場合 の 加速率 を示 す。 これ に よ る と、64
ノ ー ドを利用 し て も十分実用 的で ある こ とが わ

か る。
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　　　 図 2 ；加速率 （詳し くは本文参照）

5 ．おわ りに

　本研究は 、文部科学省科学技術 振興調整費 「高精

度の地球変動予測変動 の た め の 並 列 ソ フ ト ウ ェ ア 開

発 に 関する 研究 」 お よび人 ・自然 ・
地球共生 プ ロ ジ

ェ ク ト 「高精度 ・高分解能気候 モ デル の 開発 」 の
一

環 と し て行 っ た 。
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